表紙ほか by unknown
Title表紙ほか
Author(s)
Citation生存圏研究 (2007), 3
Issue Date2007-11-08
URL http://hdl.handle.net/2433/184766
Right
Type Others
Textversionpublisher
Kyoto University
lSSN　1880－649X
生 研 究
No．3 2007年
譲姜
沙一A
糾…
芋　．　一・。箏
京都大学生存圏研究所
ぶ毛
　「生存圏研究」は、京都大学生存圏研究所がその活動と生存圏の研究に
関する報告を行うことを目的として年一回発行する紀要です。本誌は京都
大学木質科学研究所の「木材研究・資料」の後継も兼ねています。生存圏
の研究に関心を持たれる機関や研究者に広く行き渡るよう無料で配布して
います。お問い合わせは当研究所までお寄せください（〒611－0011宇治
市五ヶ庄、電話番号0774－38－3346，E－mai1：wabunshi＠rish．kyoto－u，acjp）。
　本第3号は、平成18年度の成果を基に発行します。引き続き、平成19
年度の成果に基づく第4号を発行予定です。
編集委員
角田邦夫
師岡敏朗
瀧野眞一郎
山本真之
山本　衛
田中文男
馬場啓一
反町　始
小山鳥浩嗣
畑　俊充
三谷友彦
渡邊崇人
目　次
総説
　　マツ枯れを巡る生物学
　　木造ラーメン構造の魅力
　超高層大気をさぐる
　宇宙という生存圏と宇宙太陽発電
　　　　　l1
黒田宏之
　　　　　．11
小松幸平
　　　　　．．19
　山本衛
　　　　　．127
臼井英之
資料
　　熱帯大規模一斉植林における生物多様性の確保　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．135
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　吉村剛，服部武文，竹松葉子
　　アカシア属に関するノート　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．．39
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　黒田宏之
　　マメ科ん。cわ属樹木バイオテクノロジー研究の現況について　　　　　　　　　　　　　、．．41
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鈴木史朗，梅澤俊明
　ノ。oc’o　mmg〃mとん。cわ伽rた〃狗r舳の化学成分調査　　　　　　　　　　　　　　　　．．．43
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　梅澤俊明，鈴木史朗
　　アカシア材の利用　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．．．49
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　矢野浩之，森拓郎，梅村研二
　樹木の成長輪の解析と関連科学の動向　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．55
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　水野寿弥子，杉山淳司
　熱帯バイオマスの炭素材料としての利用　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．59
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　畑俊充，Joko　Sulisty0
　熱帯バイオマス資源のバイオリファイナリー　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．65
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　渡邊崇人，渡辺隆司
　森林バイオマス評価分析システムにおけるリグニン分析プロトコール　　　　　　　　　　　．73
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　梅澤俊明，和田将平，山村正臣，榊原紀和
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　中坪朋文，鈴木史朗，服部武文，幸田みどり
共同利用
　　MUレーダー共同利用
　　電波科学計算機実験共同利用
　　赤道大気レーダー共同利用
　　METLAB共同利用
　　居住圏劣化生物飼育棟共同利用
　　生活・森林圏シミュレーションフィールド共同利用
　　木質材料実験棟共同利用
　　生存圏データベース共同利用
　　森林バイオマス評価分析システム共同利用
　　プロジェクト共同利用
　　　．．77
　　　　．．79
．．．．．、．．．、．．．8王
　　　　．．83
　　　　．．85
　　　　，88
　　　　．．90
　　　1．92
　　　　．．94
　　　、．96
生存圏学際萌芽研究センター ．1OO
研究業績 1．116
生存圏研究第3号
発　行　　日
編集兼発行者
印　刷　所
平成19年11月8日
京都大学生存圏研究所
　京都府宇治市五ヶ庄
ユニバース印刷
　京都府長岡京市友岡2－10－2
